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＜社会活動＞
日本建築学会地球環境委員会 LCA小委員会 幹事・前主査
JSBC, LCCM住宅・建築物研究開発委員会 幹事
JSBC,ゼロカーボンビル推進会議 データベース検討SWG 委員 など

＜研究・教育活動＞
建築生産を中心に、建材のリサイクル、建物の環境影響評価（LCA）

を中心に活動、低層共同住宅LCCM評価ツール開発などに従事
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自己紹介
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1. LCA・EPDとは
- LCA、EPDとは

2. 建築・材料生産におけるEPD / 環境データ - ポイント -
ポイント 多種多様な材料、部材の均質なEPD、環境データ

(CO2データ)が必要
留意点① EPD取得製品を無尽蔵に供給できるわけでない
留意点② 製品と建物のライフサイクルの視点

3. まとめ

本日のながれ



1. LCA・EPDとは



対象製品のライフサイクル（ゆりかごから墓場ま
で）の環境負荷（CO2排出量だけではない）を評価し
定量化する手法

建築分野では材料調達、製品の製造、運用、廃棄に
至るライフサイクルのプロセスを捉えて環境負荷を定
量化する方法

⇒ 環境のものさし
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1. LCA・EPDとは



（4） 結果の解釈

（3） 影響評価

（2） インベントリ分析

＜LCAの規格と段階＞
ISO14040とISO14044にLCAの段階が規定されている。

（1） 目的および調査範囲
の設定
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LCA（Life Cycle Assessment）とは



＜評価項目＞
・LCC （Life Cycle Cost）
・LCCO2 （Life Cycle CO2）→ カーボンニュートラル
・LCSOx、LCNOx etc.
・LCR （Life Cycle Resource）
・LCW （Life Cycle Waste） など

⇒ CO2だけでなく、評価の目的に応じて設定される。
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LCA（Life Cycle Assessment）とは



＜建物のライフサイクル： EN15978 / ISO21930＞
建築分野の評価のバウンダリ（範囲）
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LCA（Life Cycle Assessment）とは



建材の
生産

施工
/輸送

修繕・改修 解体・廃棄

運用

リサイクル
など
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＜建物のライフサイクル： EN15978 / ISO21930＞
建築分野の評価のバウンダリ（範囲）

LCA（Life Cycle Assessment）とは



＜ DGNB：ドイツ建築物総合評価システム＞
海外の建物評価事例：評価目的に応じて評価範囲が
設定されている。
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LCA（Life Cycle Assessment）とは
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＜建物のLCAに用いる環境負荷原単位＞
IDEA：積上法とAIJ-LCA：産業連関法によるデータベ

ースがある。
特徴LCAデータベースの種類

 産業技術総合研究所が提供
 3800以上の製品・サービスに関わるデータを搭載
 日本トップクラスのデータベース
 算定者のデータ収集負荷を大幅に削減できる

 日本建築学会が提供
 建築業界が主に使用
 CO2、SOx、NOxなど主要6種類に特化したツール
 建物の設計・資材製造・建設から解体・廃棄まで

のライフサイクルのエネルギー消費・CO2排出・
SOx排出・NOx排出のインベントリーを分析

IDEA

AIJ-LCA

建築物のＬＣＡツール ver.4.04

１９９５年産業連関表データ、資源循環性評価機能追加版

発 行 2005年12月8日 (2006年7月3日修正)

日本建築学会

LCA（Life Cycle Assessment）とは



材料A：a kg

材料B ：b kg

材料C ：c kg

＜ IDEA :積上法のデータベース ＞
製品の製造プロセスにおける資源投入量などを調

査して、環境負荷を算定する手法

電力：e kWh
ガス：g m3

製造 製品 1kg

CO2 〇kg・
・
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LCA（Life Cycle Assessment）とは



＜ AIJ-LCA :産業連関法によるデータベース＞
産業連関表を応用し、環境負荷を算定したデータベース

各産業から
の資源投入
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LCA（Life Cycle Assessment）とは



ライフサイクルアセスメント（LCA）に基づく第三者認証
を受けた客観的な報告書で、製品が環境などに与える潜在的
な影響に関する情報を伝達するための制度。

具体、製品製造に必要なエネルギー、材料などを収集し、
汎用的なLCAのデータベース（国内ではIDEA）などを用い、
積上法で算定された製品の環境情報を公表するもの。

企業における環境情報の開示方法の一つ

※企業活動の透明性を明らかにする一つの手段、そもそも製
品の環境負荷を比較するための制度ではない。（磯部理解）
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EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言
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日本のEPDは（一社）サステナブル経営推進機構（SuMPO）
が運営するSuMPO環境プログラム（旧エコリーフ）

SuMPO, SuMPO 環境ラベル, https://ecoleaf-label.jp/

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言
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エコリーフの事例 ①

SuMPO, SuMPO 環境ラベル, https://ecoleaf-label.jp/

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言
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エコリーフの事例 ②

SuMPO, SuMPO 環境ラベル, https://ecoleaf-label.jp/

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言



PCR（Product category rules）により、該当製品の評価が
一定で行われるよう算定ルールが定められている。

1. 適用範囲 ⇒ 対象とする製品群、地域など
2. 対象とする製品種別の定義 ⇒ どんな製品を対象としているのか
3. 引用した規格及びPCR
4. 用語および定義
5. 製品システム（データの収集範囲）

データの収集範囲：どこまでのプロセスを範囲とするか
カットオフ、ライフサイクルフロー図

6. 全段階に共通して適用する算定方法
7～10. 製造、建設、使用、廃棄段階に適用する項目
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算定ルールの項目

SuMPO, SuMPO 環境ラベル, https://ecoleaf-label.jp/

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言



該当製品の評価が一定のルール下で行われるよう、 PCR
（Product category rules）が定められている

19SuMPO, SuMPO 環境ラベル, https://ecoleaf-label.jp/

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言



各種製品のライフサイクルフロー図が重要

20SuMPO, SuMPO 環境ラベル, https://ecoleaf-label.jp/

木質材料のライフサイクルフロー図

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言
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＞企業における環境情報の開示情報のひとつ
＞環境負荷評価算定するためのルールPCRで算定・公表

⇒ PCRは各製品ごとに定める必要がある
※最近「構造化PCR」といった包括的なPCRが誕生

⇒ 算定にはそれなりの専門知識が必要
＞第三者認証による環境情報の品質担保

⇒ EPDを取得するには、算定だけでなく登録公開料なども
必要※結構な負担になる企業もある。

EPDの制度について、以下、整理

算定ルールの項目

EPD（Environmental Product Declaration）とは
製品環境宣言



2.建築材料・生産におけるEPD
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ポイント
多種多様な材料・部材の均質なEPD、環境

データ（ CO2 ）が必要

建物は多種多様な材料、部材で構成される

各材料、製品
PCRの作成

登録料、検証
料などの費用
負担

資材量、エネル
ギー量を把握・
調査する手間

専門知識を有
した人材不足

個別の課題へ

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-
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各種材料の特徴 事例 ①：木材の炭素固定
林野庁，建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関
するガイドライン

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-



25https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/co2/index.html#!body_02

各種材料の特徴 事例 ②：コンクリートの炭素固定
例）鹿島建設：SUICOM

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-



26https://www.jisf.or.jp/news/topics/documents/ISO20915.pdf

各種材料の特徴 事例③：鉄の資源循環性
（ISO20195）

各材料の低・脱炭素技術の特性が異なる
どのように評価の枠組みにいれるていくのか

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-
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複雑な生産フロー（木造建築の調査事例）

調達先として製材業者、森林組合など、生産プロセスが複
数存在

伐採 3森林組合 2社 林業

12社 地元製材所

2社 （CLT、造作・外壁）

製材・乾燥

加工・施工

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-

図 木造建築の木製品調達事例
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同一建物に使用される木材も多様な乾燥方法で調達される。
実際、CLT・造作材を製造に複数の事業者が係る。

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-

EPD・環境データにおいて合理的な考え方が必要

複雑な生産フロー（木造建築の調査事例）
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留意点①
製品のEPDを無尽蔵に提供できるわけでない

EPDは特定の製品に関する環境情報であり、標
準的なデータではない。

環境配慮製品のデータのみでなく標準的な製品
のデータ整備も合わせて必要。

⇒ 環境配慮製品の供給量にも限界がある。
※例：鉄スクラップ、アルミスクラップなどの供

給量にも限界がある。

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-
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留意点②
製品と建物のライフサイクルの視点

製品単独の環境負荷低減には少ない材料で製品を
製造すれば低減可能
⇒ 建物でみると運用段階での貢献量も重要
※製品の製造分だけでなく運用段階の環境負荷貢献量を加味

しないとミスリードになってしまう。

運用時CO2製造時CO2

大小単板ガラス

小大複層ガラス

2. 建築材料・生産のEPD、環境データ -ポイント-



まとめ
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EPDは脱炭素への企業の環境努力を製品のCO2とし
て社会に発信できる有効な制度、普及が望まれる。



・EPD、環境データ（CO2など）は何を目的に取得、
つくるのか？ → 環境努力の見える化

まとめ
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ポイント
多種多様な材料、部材のEPD、環境データ(CO2)が必要

材料：セメント、鉄、木材、ガラス、プラスチック…など
部材：鉄骨、鉄筋、製材、集成材、窓、外装材、仕上げ材、

設備…などなど
建設資材・機材の包括的/均質なPCRを定め、関連企業が
取り組んでもらいやすい環境を整備する必要あり。

EPD、環境データ(CO2)を算定する手間を軽減し、環境努
力が反映できる方法を検討中。



以上、ご清聴ありがとうございました。


